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平凡な大学生が 25 歳で 

年収 1000 万円稼ぐまでのストーリー 
 

■プロローグ：人生をなめきっていた 24 年間 

 

・大学へ進学するも就職はせず・・ 

・アメリカへ留学するも結局半年で帰国し・・ 

・自分には起業しかないと思い立つも何をするわけでもなく・・ 

・やっぱり人生は安定だと考え、公務員試験に挑戦するも不合格になり・・ 

 

こんな感じで第三者から見れば見事にダメダメな人間でした。 

 

何ひとつ長続きしませんでしたから、 

「自分ってなんでこんなにダメ人間なんだろう」とずっと考えていました。 

 

特に上京してからの 18 歳から 24 歳までの 6 年間は挫折の連続で何度も、 

 

「この世から消えてなくなりたい・・」 

「自分は失敗作だ。もう一度人生をやり直したい・・」 

 

などという、振り返ってみれば甘ったれた考えを持った人間でした。 

 

「もう誰も信じられない。自分はこの世には必要のない人間だ」という 

考えを持っていた私が、最後の望みをかけて挑んだのがアフィリエイトでした。 

 

当時の私は精神的にかなり追い込まれており、ついに「来るところまできたか」という感

じでその時にはじめて「このままだとマジでやばい人生になる・・」と、24 年間生きてき

てやっと自分の置かれている状況を理解させられたのでした・・ 
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友人から差し出された 

一冊の本と出会い衝撃を受ける 
 

私は高校 3 年の頃に大学受験に失敗し、その後 1 年間の浪人生活中は勉強をずっとしてい

ましたが、それでも希望の学部へ入ることはできず、結局第 1 志望とは別の学部に進学す

ることにしました。 

 

希望の学部へ不合格ということは、つまり私が将来的に目指していた職業に就くことがで

きないことを意味しますから、私は挫折感を背負ったまま大学生活を送っていました。 

 

1 年間ずっと勉強しっぱなしだったこともあり、いつの間にか高校時代の夢とその後の挫折

など忘れて、どこにでもいる普通の大学生のような生活を送っていました。 

 

そんな私は自由に使えるお金が欲しかったのでアルバイトをはじめ、毎晩のようにクラス

メートと学校帰りに居酒屋へ寄って、バカ騒ぎをしているような生活をしていました。 

 

そんなある日のことです。 

 

とある授業の開始前に、私が毎晩のように遊んでいたグループとは 

別の友人が一冊の本を差し出してきました。 

 

友人「この本読んでみなよ」 

私 「何この分厚い本（笑）」 

友人「バイトで稼いだお金を毎日のように遊びに使ってるでしょ？ 

そんな生活続けているようじゃだめだよ。とりあえず読んでみな。」 

私 「う、うん。ありがとう。 

ところでこの本をどうやって知ったの？」 

友人 「じいちゃんだよ。」 

 

その友人は、とある大企業の支店長の息子で、 

平凡な家庭で育った私から見て、いかにも裕福そうな人間でした。 

 

その後、私は学校帰りの西武新宿線を走る電車の中で 

友人から渡された分厚い本を熱中して読んでいました。 
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その本には簡単に言うと以下のような内容が書かれていたのです。 

 

「中流以下の貧乏人はお金の為に働く。お金持ちは自分の為にお金を働かせる」 

 

「人々が経済的に苦しんでいる理由は、 

何年も学校に通いながらお金について何も学んでいない事にある」 

 

「学校で人はお金の為に働く事を学ぶ。 

そして、会社や政府のために働き続けて一生を終わる」 

 

この文章を読んだ時に私が子供の頃から漠然と抱いていた、 

「世間一般的に良いといわれているような人生を送ることへの疑問」への答えが明確にな

り、いままで学んだことのない考え方を知り、人生の目的を失っていた私は衝撃を受けま

した。 

 

そして、私は将来への希望を見つけられたような気がしてとても嬉しかったのを今でも鮮

明に覚えています。 

 

私は、父が自営業でしたから子供の頃から自分がサラリーマンとして働いている姿を想像

することができず、高校時代から専門職を目指してきました。 

 

また、父は朝の 5 時から夜の 10 時まで１年中働き詰めでしたから同時に、 

「仕事で一生を終わる人生って果たして幸せなのだろうか」とも考えていました。 

 

私は父とは違う、もっと自分が本当にしたいことをできるような人生を送りたいと思って

いましたが、その本には簡単に言うと、 

 

「自分の人生をコントロールするには自分のビジネスを持つことだ」 

 

と書かれていたので、 

この時にはじめて会社経営（起業）について興味を抱くことになります。 
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「留学をしながら楽しんでお金を稼ぐ方法」との出会い 

 

起業へ興味を持ったものの、すでにその当時は留学することが決まっていたので、渡米前

は起業についての簡単な知識を色々と調べるような日々を送っていました。 

 

そんなある日の時でした。 

 

個人が運営する留学情報サイトを見ていたら、サイトコンテンツの 1 つに、 

「留学しながら楽しんでお金を稼ぐ方法」 

という情報が載っており、お金に困っていた私にとっては願ってもいない情報でした。 

 

「留学しながらお金も稼げる方法ってほんとなのかな・・ 

なんて夢のある話なんだろう」 

 

これが私と情報商材とのはじめての出会いです。（2004 年） 

 

その後、私はおよそ 1 ヶ月もの間そのサイト上にあるすべてのコンテンツを何回も何十回

も読むことで自分がそのマニュアルを購入する理由をなんとか正当化しようと必死でした。 

 

そのマニュアルは 2 万円以上したので学生だった私にとっては大金です。そして、私は 1

ヶ月間何度も何度も販売ページを読んでやっと購入を決意することができたのです。 

 

そのマニュアルには検索エンジン対策のことなどが 200 ページ以上に渡り書かれていまし

たが、アフィリエイトをはじめて学ぶ私にはチンプンカンプンでした。しかし、インター

ネットでお金が稼げたらどんなに良いだろうかと私はその後書籍でも勉強をはじめます。 

 

そのマニュアルにはまだブログについて書かれておらず、ホームページの作り方が載って

いました。 

 

ホームページについて調べても全くわかりませんでしたが、その後すこしずつブログが世

間的に認知されてきて、ブログに関する書籍を購入してアドセンスについても勉強し、留

学前に勉強していたことなどを日記に書いたらはじめて２４円稼ぐことがでました。 

 

 

椅子から飛び上がるほど嬉しいくらいにこの時の感動はいまでも覚えています。 
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「インターネットでお金が稼げるのは本当なんだ！」 

 

私はこの時はじめてインターネットの凄さを身を持って実感しました。 

 

しかし、その当時はアフィリエイトが世間的に全く知られていませんでしたし、アフィリ

エイトで生活している人なんていなかったと思うので、私は趣味程度にしか考えておらず

その後 2 年間は遠ざかります。 

 

アメリカへ留学するも半年で帰国 
 

そして留学をしたものの、なんとなく自分がこの先アメリカで数年勉強を続けることがイ

メージできず、また起業についてもっと詳しく学びたい、日本でセミナーなどに出席して

本格的に行動を起こしたいと思うようになっていました。 

 

そして、親とはかなり揉めましたが、私は一度決心してしまうとそれ以外のことが全く頭

に入らない性格のため強引に帰国してしまいました。 

 

その後、無職では生きていけませんからアルバイトをしつつも東京で暮らすという日々を

それから 2 年ほど送ることになります。 

 

起業を目指すも何もできない自分 
 

漠然と「会社を経営したい」と思ったものの、何からはじめれば良いのか全くわかりませ

んでした。私には何か強みがあるわけでもなく人脈も何もないので、ビジネス書やセミナ

ーに出席したものの全くうまくいきませんでした。 

 

時にはアルバイトで貯めた無け無しのお金で、3 日間で 15 万円もするセミナー合宿に参加

したこともありました。 

 

このセミナーは独立を目指す人のための自己啓発系の内容でしたが、セミナー中はハイテ

ンションになり、自分は何でもできる人間なんだと錯覚を起こすのですが、1 週間もすると

以前と同じ普通の人間に戻っていました。 
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また、時には池袋のジュンク堂に朝から晩まで通いお昼は近くのコンビニでおにぎりを 2

つ食べ、またすぐに戻って本を読むという生活をしていた頃もあります。 

 

ジュンク堂には読書用の椅子と本を入れるためのカゴが用意されているので、 

私は片っ端から起業に関する本を読んでいきました。 

 

おそらく 1 日 20 冊ペースだったと思いますが、各書籍の大事なポイントのみを学習してい

きました。ただし、今だからこそわかるのですが、この時の私に欠けていたことがありま

す。 

 

それは紛れもなく「アウトプット」・「行動力」でした。 

 

私はまるで自己啓発オタクのような状態になってしまっており、知識は立派だけど何もで

きない、ただのみっともない人間になってしまっていたのです。 

 

その後、私は人に何かを教えることが好きだったので、セミナー事業に興味を持つように

なり、知り合いからこれからセミナー事業を開始しようとしている社長さんを紹介されて、

半年間、朝から晩まで働いてみましたが何かが違うと感じ結局これもやめてしまいます。 

 

「やっぱり起業なんて夢物語なのか・・」 

「世の中のごく一部の人間しか成功できないのではないか・・」 

「平凡な家庭に生まれた人間は平凡な人生を送るしかないのか・・」 

 

こんなことを考えており、日に日に夢を見ていた自分が馬鹿らしくなり、 

 

「やっぱり人生は安定しかない」 

「お金持ちなんてなれなくても幸せであればいいや」 

「人生お金が全てじゃない」 

 

などと、自分を正当化しようとこれまでとは 180 度違う考えを持つようになりました。 
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公務員試験を目指すもまた挫折 
 

そして、私は公務員試験を目指すようになりました。 

 

アルバイトをしつつ池袋の資格取得専門学校に 1 年間通いました。 

クラスメートとも仲良くなり、お互いに自分が目指す職業について 

語る日々を送っていました。 

 

すでにその当時は 23 歳で普通なら就職している年齢ですから、それこそ必死で勉強しまし

たが、それでもたまに「本当にこれでいいのかな」などと集中が途切れることがありまし

た。 

 

結局思いつきで目指した職業ということもあり、私は資格試験に合格することができず、 

もう何をやっても中途半端でダメな人間ということが証明されたので、完全に自信を失い

ました。 

 

「もう一度ゼロから人生をやり直すことができれば・・」 

「自分はこのまま生きていても仕方ない・・」 

「消えてなくなってしまいたい・・」 

 

このように考えていました。 

 

こんな精神状態でアルバイトができるはずもなく結局アパートで 1 週間くらい寝込んでい

ました。眠りすぎると頭がぼ～っとしてきて具合が悪くなりまた眠る、という生活をして

いたので生きているか死んでいるかわからないような状態でした。 

 

しかし、とりあえず生きていくお金を稼がなければならないので 

何か良い方法はないかと必死でインターネットを検索していました。 

 

そしてたどり着いたのがヤフオクです。 

 

ヤフオクには１週間後に 50 万円稼げるなどと怪しいような情報だらけでしたが、 

当時の私は「これでお金を稼げるかも・・」と、かすかな希望を胸に、こんな情報に出会

えた自分はラッキーだと考えるようになります。 
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しかし、私にはすでにお金がほとんどなかったので、以前のように 1 ヶ月くらいその情報

を買おうかずっと迷っていました。 

 

何度も何度も販売ページを確認したのですが、やっぱり何か怪しいのです。たしか 2 万円

くらいでしたが私にとっては大金だったのでかなり悩みましたが、結局購入しませんでし

た。 

 

ちょうどその頃に、以前やっていたアフィリエイトを思い出します。過去に少しだけアド

センスで稼げた経験があるので本格的にやれば稼げるのではないか・・と少しの希望が見

えた気がしました。 

 

また、アフィリエイトについて調べていると、以前とは違い情報商材アフィリエイターの

出現により優良商材の見分けができるようになったこと、そして何よりも情報商材の質が

上がっていたが大きかったです。 

 

当時はすでにアフィリエイトで生活している人がいたくらいでしたから、私はあの本に出

会った頃に抱いた「自分のビジネスを持つ」ということが、アフィリエイトで実現できる

かもしれないと考えたら夜も眠れないほど興奮したのを覚えています。 

 

そんな私でしたが、すでに東京で生活できるだけのお金がなかったので挫折感と期待感が

入り混じりながらも山手線で池袋から新宿へ行き、中央線で実家のある山梨へ帰りました。 

 

ちょうど 2006 年の夏でした。 
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2006 年の 12 月 31 日までにアフィリエイトで 

月 50 万円稼げなかったら諦める決意をする 
 

大学へ進学させてもらったのにも関わらず、24 歳までフラフラしていた息子でしたから、 

実家での居心地はとても悪かったのを覚えています。 

 

親と会話をするとすぐに喧嘩になるので私は極力自分の部屋にいるようにしました。 

 

もう 24 歳にもなりさすがにこのままの人生ではやばいと、そこではじめて目を覚ました私

は、アフィリエイトにこれまでの人生の全てを賭けるくらいの覚悟で取り組むことにしま

した。 

 

当然ですが、なにをやってもダメな私がアフィリエイトの説明をしても 

納得してくれるわけもなく、 

 

「そんな詐欺に引っかかってどうするんだよ。まだ夢を見るつもりなのか」 

と馬鹿にされたので殺意が湧くくらい頭にきたのを覚えています。 

 

私はアフィリエイトの可能性、インターネットビジネスの可能性になんとなく気づいてい

たので、絶対に稼いで見返してやろうと決意しました。 

 

 

ただし、すでにお金がなかったので私は 

「年末までに月 50 万円稼げなかったらアフィリエイトを諦めて働くから 

最後のチャンスを下さい」と頭を下げ親から 10 万円だけ借りて取り組み始めました。 

 

それからの私は、寝食以外はずっとアフィリエイトをしていました。 

1 日 12 時間以上やっていたと思いますが、ご飯を食べているときもお風呂に入っている時

も眠っている時もずっとアフィリエイトのことだけ考えていたのを覚えています。 

 

その期間は将来の自分が全く想像できませんでしたから私はとにかく不安で、ぐっすり眠

れる日など 1 日もありませんでした。だからといって行動しなければ何も変わらないので、

私は不安をかき消すためにも毎日必死で取り組んでいました。 
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月 100 万円以上稼ぐ人と簡単に 

知り合うことができてしまうインターネットの凄さ 

 

自分の身の回りで働いている人はほとんどがサラリーマンですから、月 100 万円以上稼い

でいる人となんてそう簡単には知り合うことができません。しかし、インターネットなら

状況が変わってきます。私が知り合ったアフィリエイターさんはすでにその当時に月 100

万円以上稼いでいたので、私にとってはとても羨ましく感じ、 

 

「どうやったら○○さんのようになれるのですか？」 

「私も○○さんのように稼げるようになりたいのです。稼ぎ方を教えてください。」 

 

などと質問攻めにした記憶があります。 

 

幸いにもその方は親切に回答をしてくれ、その当時最もおすすめだという情報商材を紹介

してくださいました。しかし、そのノウハウは量産系のアフィリエイトノウハウで私には

全く合わず 3 日で諦めてしまいます。 

 

また、その頃はすでにいろいろなメルマガを読んでいましたから宣伝メールに煽られて携

帯アフィリエイトノウハウやヤフオクノウハウを購入しましたが、どちらも自分には合わ

ずすぐにやめてしまいました。 

 

ヤフオクは家から出る必要があったので面倒に感じましたし、携帯アフィリエイトは購入

者みんなが似たようなサイトを量産するという手法だったので「本当に稼げるのか？」と

疑問に思えてしまい結局これも諦めてしまいます。 

 

そして、やっと自分に合うノウハウに出会ったのがメルマガアフィリエイトでした。当時

はメルマガアフィリエイトに関する本格的なノウハウがまだありませんでしたから、とて

も注目を浴びていました。そして、私は購入するのが不安だったのでアフィリエイトで月

300 万以上稼いでいるという商材販売者さんに思い切ってメールをしてみました。すると、 

 

「若月さん、ご連絡ありがとうございます。このノウハウは私が稼げるようになった全て

を公開しています。自信作なので損はさせませんよ。販売までもう少々お待ち下さいね。」 

というような回答を頂きとても嬉しく、私はどうしても稼ぐ必要があったので購入するこ

とに至りました。 
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25 歳で年収 1000 万円を達成 
 

私はいま振り返ってみるととても幸運だったと思うのですが、信頼できるアフィリエイタ

ーに出会い、そして信頼できる情報販売者と知り合うことができたからこのような結果を

残せたのだと思います。 

 

2006 年 12 月に月収 50 万達成 

 

 

そして、その 4 ヵ月後に月収 100 万円達成（画像はインフォトップのみ） 
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最高月収 250 万（画像はインフォトップのみ） 

 

結局 25 歳で年収 1000 万を達成してしまいました。 

 

 

販売ページへ戻る 

 

http://www.power-affiliate.jp/

